
令和7年8月29日令和7年8月29日 館報 坂城　No.407館報 坂城　No.407 63

閲
済
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
面
（
裏
）
の
翻
刻
の
一

部
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　「
お
前
も
愈
々
今
年
は
學
校
を

巣
立
つ
年
だ
ね
　
最
後
の
ゴ
ー

ル
目
指
し
て
奮
斗
し
て
呉
れ
」

　
高
等
女
学
校
卒
業
を
控
え
た

妹
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。

　
書
い
た
時
期
は
昭
和
19
年
１

月
、
任
地
は
満
州
納
金
口
子
、

任
務
は
「
ソ
」
満
国
境
警
備
の

時
に
書
い
た
も
の
で
す
。

三
　遺
書

　
写
真
③
は
、
満
州
か
ら
パ
ラ

オ
諸
島
へ
の
南
方
転
進
前
の
昭

和
19
年
３
月
４
日
に
書
い
た「
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
」
に
宛
て
た

遺
書
で
す
。
翻
刻
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　「
一
筆
申
し
上
げ
ま
す
　
今

度
　
私
も
愈
々
苛
烈
な
る
戦

局
に
呼
応
し
て
前
線
に
出
動
致

し
ま
す
　
男
子
国
難
に
従
っ
て

　
も
と
よ
り
生
還
を
期
せ
ず
　

二
十
五
有
年
の
長
き
命
の
生
甲

斐
を
今
発
揮
す
る
時
　
嬉
ん
で

勇
躍
出
発
致
し
ま
す
　
こ
こ
に

お
送
す
る
私
物
は
家
に
着
く
か

ど
う
か
知
れ
ま
せ
ん
が
　
若
し

無
事
に
着
い
た
ら
お
受
取
り
下

さ
い
　（
以
下
略
）　

陸
軍
上
等
兵
　
金
子
千
歳
　
拝

　
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
御
許
に

　
昭
和
十
九
年
三
月
四
日
　
夜

る
二
十
時
」

四
　遺
影

　
写
真
④
は
、
千
歳
の
遺
影
で

す
。
階
級
が
陸
軍
上
等
兵
か
ら

二
階
級
上
の
陸
軍
伍
長
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
紙
幅
の
都
合
で
、
紹
介
は
４

点
の
み
で
す
が
、
当
家
に
は
、

ほ
か
に
も
数
多
く
の
戦
争
関
連

史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
郷
土
出
身
将
兵
へ
の
慰
問
状

下
書
き
、
近
隣
の
方
々
を
招
い

た
入
営
祝
儀
帳
、
父
へ
の
軍
事

郵
便
、
故
金
子
千
歳
合
同
葬
行

列
帳
な
ど
28
点
の
史
料
と
千
歳

の
兵
籍
簿
（
所
属
部
隊
、
任
地
、

任
務
）、
戦
死
年
月
日
、
戦
死
公

報
（
死
亡
告
知
書
）
な
ど
を
一

冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
題
名
は
『
陸
軍
上
等
兵 

金
子

千
歳
の
記
録
』
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
網
掛
　
金
子
　
司
）

ふ
れ
あ
い
大
学
教
養
講
座
　戦
後
80
年
平
和
学
習
事
業

『
大
人
と
子
供
の
社
会
見
学
』

　
７
月
24
日
（
木
）、
戦
後
80
年
平
和
学
習
事
業
と
し
て
大
人

と
子
供
の
社
会
見
学
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

世
代
を
超
え
た
22
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
阿
智
村
に
あ
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を
訪
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
や
体
験
者
の
証
言
映
像
を
見
ま
し
た
。

　
長
野
県
、
埴
科
・
更
級
郡
の
開
拓
団
員
と
義
勇
隊
員
の
数
、

山
野
の
開
拓
で
な
く
中
国
人
の
家
や
土
地
を
譲
り
受
け
た
こ
と
、

敗
戦
時
の
無
残
な
逃
避
行
と
過
酷
な
収
容
所
生
活
の
実
態
、
義

勇
隊
へ
応
募
を
勧
め
た
教
師
の
苦
悩
な
ど
の
事
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
見
学
を
終
え
、「
満
蒙
開
拓
の
歴
史
は
、
被
害
と
加
害
の
両
面

が
あ
る
か
ら
、
容
易
に
は
向
き
合
い
難
い
も
の
で
あ
る
」
と
の

講
師
の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
社
会
教
育
委
員
　
池
田
　
隆
）

③「お父さんお母さん」に宛てた遺書

④遺影

　今年度から新たに、ベビーマッサージ＆ペタ
ペタアート教室がスタートしました。スキン
シップを通して赤ちゃんと絆を深めるほか、ペ
タペタ（手形・足形）アートや集団あそびなど
も行っています。今年度は、10 月まで毎月２
回開催中です。

　４月 11 日（金）、令和７年度坂城町公民館文化講
座開講式を開催し、12 講座 14 教室が開講しました。
年度の途中からの受講も可能です。新たな学びに挑
戦しませんか。

　町スポーツ推進委員を講師に迎え、軽い運動をして
「認知機能をつかさどる脳」「運動に関係した脳」を活
性化させる講座です。
　楽しい運動は、「情動に関係した脳」にも刺激を与え、
認知機能低下を予防するといわれています。
　前期は、22 名が受講中です。後期は 11・12・1 月
に開催予定です。詳しくは、９月に全戸配布予定の

「2025 年後期　生涯学習カレンダー」をご覧ください。

　５月７日（水）、今年もキッズスポーツ教室が開講
しました。長野体育指導センターの先生を講師に迎
え、いつもと違うお友達と運動をしたり、楽しいレク
リエーションゲームを通じてスポーツに親しみ、豊か
な創造力を育んでいきます。
　毎週水曜日（年間 30 回）、元気に活動しています。

　６月８日（日）、15 日（日）に、アロマで石鹸づく
り講座を開催し、12 名が参加されました。
　スイカやクマなど様々なデザインの石鹸を作りま
した。
　部屋いっぱいにアロマの香
りが広がり、参加者の方々は、
自分で作った石鹸を使う日を
とても楽しみにしていました。

　６月の毎週火曜日、計４回開催し、16 名が参加さ
れました。ピラティスは、足腰だけでなく、からだ全
体の体幹を鍛えられるエクササイズです。先生のご指
導のもと、ピラティスの基礎や呼吸法を学び、からだ
の内側から体幹やインナーマッスルを鍛えました。
　今年度は、秋にも開催予定です。詳しくは、９月に
全戸配布予定の「2025 年後期　生涯学習カレンダー」
をご覧ください。

　６月 21 日（土）、22 日（日）、千曲川にて川の学校
を開催し、12 組の親子が参加されました。
　講師の後藤敏一さん・正一さんにご指導いただい
たほか、千曲川河川事務所の職員による川の生物の
生態についてのお話などもありました。
　地域の自然にふれあいながら、魚の学習や漁などを
体験し、実りある２日間となりました。

俳句　古文書
短歌　絵画
木彫　盆栽（自主講座）
書道　コーラス
茶道（表千家）
茶道（裏千家）
詩を楽しむ
季節の郷土料理

さかきふれあい大学各種講座が開講
ベビーマッサージ＆ペタペタアート教室

公民館文化講座 続・楽しく脳トレ

キッズスポーツ教室

アロマで石鹸づくり

ピラティスで足腰のパワーアップ体操♪

親子で参加　川の学校

開講式	
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は
じ
め
に

　
私
は
、
昭
和
19
年
パ
ラ
オ
諸

島
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
於
て
戦
死

し
た
故
金
子
千
歳
の
甥
で
す
。

千
歳
の
弟
が
私
の
父
で
す
。

　
今
年
は
、
戦
後
80
年
の
節
目

の
年
で
す
。
農
村
の
一
青
年
が

辿
っ
た
戦
争
の
記
録
を
記
し
ま

す
。

出
征
か
ら
戦
死
ま
で

　
最
初
に
、
千
歳
の
出
征
か
ら

戦
死
ま
で
の
履
歴
を
説
明
し
ま

す
。

　
兵
籍
簿
（
長
野
県
よ
り
写
し

の
交
付
）、『
歩
兵
第
十
五
聯
隊

史
』
を
基
に
整
理
し
ま
し
た
。

次
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
第
一
区
分
は
、
昭
和
16
年
３

月
か
ら
昭
和
19
年
２
月
ま
で
の

３
年
間
、
任
地
は
満
州
。
履
歴

は
、
昭
和
16
年
３
月
１
日
高
崎

（
歩
兵
第
十
五
聯
隊
に
入
営
）、

３
月
９
日
高
崎
出
発
、
３
月
10

日
大
阪
港
出
発
、
３
月
16
日
大

連
上
陸
、
３
月
19
日
鼠ソ

丘キ
ュ
ウ

着

（
満
州
興
安
北
省
）、
９
月
30
日

斉チ

チ

ハ

ル

斉
哈
爾
着
、
昭
和
18
年
９
月

17
日
黒
河
省
納
金
口
子
着
、
昭

和
19
年
２
月
22
日
斉
斉
哈
爾
着
。

～坂城から戦地へ～
坂城でたどる戦争の記憶

　
任
務
は
、対
「
ソ
」
国
境
警
備
、

対「
ソ
」戦
必
勝
の
た
め
の
訓
練
。

　
第
二
区
分
は
、
昭
和
19
年
３

月
か
ら
４
月
ま
で
の
約
2
箇
月

間
、
任
地
は
南
方
転
進
。
履
歴

は
、
昭
和
19
年
３
月
10
日
斉
斉

哈
爾
出
発
、
３
月
14
日
旅
順
着
、

３
月
28
日
大
連
港
出
発
、
３
月

31
日
門
司
寄
港
、
４
月
３
日
横

浜
寄
港
、
４
月
６
日
館
山
寄
港
、

４
月
10
日
小
笠
原
父
島
寄
港
、

４
月
24
日
パ
ラ
オ
上
陸
。

　
任
務
は
、
中
部
太
平
洋
方
面

に
お
い
て
、米
軍
の
進
攻
が
着
々

と
進
み
憂
慮
す
べ
き
戦
況
と
な

り
、
満
州
斉
斉
哈
爾
か
ら
南
方

パ
ラ
オ
へ
の
転
進
と
な
っ
た
。

　
第
三
区
分
は
、
昭
和
19
年
４

月
か
ら
９
月
以
降
玉
砕
ま
で
、

任
地
は
パ
ラ
オ
、
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
。
履
歴
は
、
昭
和
19
年
４
月

29
日
パ
ラ
オ
諸
島
バ
ベ
ル
ダ
オ

ブ
島
着
、６
月
５
日
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
着
、
７
月
２
日
コ
ロ
ー
ル
島

着
、
８
月
19
日
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ

島
瑞
穂
村
着
、9
月
５
日
コ
ロ
ー

ル
島
着
、
９
月
18
日
バ
ベ
ル
ダ

オ
ブ
島
ア
イ
ミ
リ
ー
キ
着
、
９

月
23
日
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
出
撃
の

た
め
ア
イ
ミ
リ
ー
キ
出
発
。

　
任
務
は
、
パ
ラ
オ
諸
島
の
警

備
。
９
月
23
日
逆
上
陸
進
発
後
、

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
に
お
い
て
戦
闘
、

玉
砕
。

戦
争
関
連
史
料

　
当
家
に
は
、
千
歳
に
関
わ
る

戦
争
関
連
史
料
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
　「壮
行
ノ
式
」
の
案
内
状

　
写
真
①
は
、
昭
和
16
年
３
月

１
日
入
営
に
際
し
て
、
村
上
村

長
か
ら
入
営
兵
へ
の
「
壮
行
ノ

式
」
の
案
内
状
で
す
。（
父
）
歓

司
53
歳
、（
母
）
光
代
52
歳
、
千

歳
20
歳
の
時
の
も
の
で
す
。
翻

刻
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　「
案
内
状
　
来
ル
三
月
一
日
東

部
第
三
十
八
部
隊
ニ
入
営
相
成

候
ニ
付
テ
ハ
二
月
二
十
七
日
午

前
九
時
―
分
本
村
小
學
校
ニ
於

テ
壮
行
ノ
式
挙
行
可
致
候
間
定

刻
式
場
ヘ
御
臨
席
被
下
度
此
段

御
案
内
申
上
候

　
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
三
日

　
更
級
郡
村
上
村
長
　
大
井
廣

志
　
各
入
営
兵
殿
」

　
千
歳
は
、
こ
の
「
壮
行
ノ
式
」

後
、
当
日
午
後
８
時
48
分
坂
城

駅
発
の
列
車
に
乗
車
し
高
崎
へ

向
い
、
そ
の
後
、
一
度
も
村
上

の
地
に
戻
る
こ
と
な
く
、
父
、

母
に
会
う
こ
と
も
な
く
、
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
に
於
て
戦
死
し
ま
し

た
。

二
　軍
事
郵
便

　
千
歳
の
最
初
の
任
地
、
満
州

か
ら
父
、
妹
、
弟
へ
宛
て
た
軍

事
郵
便
が
何
通
か
残
っ
て
い
ま

す
。

　
写
真
②
は
、
満
州
よ
り
（
妹
）

た
つ
い
へ
の
軍
事
郵
便
の
ア
ド

レ
ス
面
（
表
）
で
す
。
戦
地
か

ら
内
地
（
国
内
）
へ
の
軍
事
郵

便
は
無
料
で
し
た
の
で
切
手
が

貼
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た「
検

1945 → 2025
戦後 80 年

特 集
Vol.2

　前回のふるさと探訪に続き、戦後 80 年特集第２弾として、網掛の⾦⼦司さんよりご投稿いただき、
伯父の⾦⼦千歳さんの戦争の記憶（記録）を辿ります。 

①「壮行ノ式」の案内状

②軍事郵便

　7 月 12 日（土）、上田市の道と川の駅にて、長野
大学坂城町講座「川の宝物をさがせ！」を開催し、
24 名が参加されました。
　道の駅近くの千曲川に入
り、どじょうやナマズ、オ
イカワなど、普段見る機会
がない生き物を捕まえ、貴
重な体験となりました。

　コロナ禍終息後、初の分館体育イベントとして「スマイ
ルボウリング大会」が開催されました。大会には 29 名が参
加し、会場は歓声に包まれました。
　競技終了後には慰労会も開かれ、コロナ禍の影響で制限
されていた公民館での飲食も解禁されました。久しぶりの
交流の場となった慰労会では、大声での会話だけでなく、
カラオケや踊りも飛び出し、大会以上の盛り上がりを見せ
ました。
　「スマイルボウリング」は誰で
も気軽に楽しめるスポーツで、
今回の大会を通じて四ツ屋区の
住民同士が世代を超えて親睦を
深める貴重な機会となりました。
公民館が地域コミュニティの中
心として機能する場となり、参
加者からは「今後もこのような
イベントを継続してほしい」と
の声が上がりました。

　坂端区では、区民の高齢化や人口減少が
進む中、町公民館主催の春のスポーツ大会や
分館スポーツ大会、マレットゴルフ大会など
には近年参加ができていない状況となってい
ます。
　毎年９月には、日名沢区、大宮区、新町区、
坂端区の四区による葛尾四区親善球技大会
が開催され、ソフトボールとビーチボール
バレーで親睦を深めています。坂端区の状
況といたしましては、こちらも参加人数の
確保が難しい状況ではありますが、他三区
にご理解をいただき、他区からの応援メン
バーを加え、ソフトボールのみではありま
すが参加をさせていただいている状況です。
　このような小さな区のため、区会の役員
も毎年続けてほぼ同じ顔で運営している現
状ではありますが、その反面、チームワー
クは抜群に良いと自負しています。これか
らも区民一丸となり、坂端区を盛り上げて
いきたいと思います。

　坂城町文化協会新規加入の「モアナ・ハワイアンズ」と「Na Aloha Studio」です。
　加入に伴い去る 6 月 7 日（土）には、びんぐしの里公園にて「ハワイアンフェ
スタinびんぐし」を開催させていただきました。ハワイを思わせる強い日差しの下、

町内外より子どもたちを含め約 150 名のフラダンサーが集結しました。ウクレレやハワイアンバンドの生演奏
に合わせた優雅なフラをお楽しみいただき、ハワイのマラサダを感じていただけるように少しばかりのドーナッ
ツも用意させていただきました。私も皆様とご一緒に木陰でアイスコーヒーをいただきながらしばらく至福のひ
と時となりました。
　翌日のハワイアンライブは湯さん館展望テラスをお借りしました。眼下に千曲川と坂城町の街並みを見渡す絶
好の舞台に響くウクレレと歌声には思わず涙がこぼれてしまいました。
　両日とも、山村町長様はじめ町教育委員会、町振興公社、町文化協
会の皆さまには温かなそして力強いご支援とご協力をいただきました。
ありがとうございました。
　来年も皆様にハワイを感じていただける企画を目指して、日々励んで
いきたいと思います。　　　　　　　　Na Aloha Studio 色部ゆかり

　7 月 23 日（水）、文化センターにて、長野大学坂
城町講座「子供向け絵画教
室」を開催し、９名の園児・
小学生が参加されました。
　花を題材に、色鉛筆を使
い、それぞれの自由な感覚
で、のびのびと描いていま
した。

川の宝物を探せ！ 子供向け絵画教室（児童自由画の学び）

スマイルボウリング大会開催
～地域の絆を深める一日～

分館だより
四ツ屋分館 坂 端 分 館

NEW

坂城町文化協会
加入団体の紹介


